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多可町では毎月第3日曜日は『家庭の日』として、京銀でいろいろ楽しむ日としています．小学生
以下の子どもたちに、家族で獲しめる内容を企画し実施しています。

I•の之と棚験学習『なつチヤレ.20.2, J II 
毎年夏体みに実錨しています。今年度，芯 rふるさと多可町を愛し、夢

や目標に向ってたくましく生きる心豊かな子どもの宵成Jを基本理念と
し、町内の人やものを活用した様々な体験活動を通して、ふるさとを思
う気持ちを高め、子どもたち相互や世代聞の交流を促レ、子どもたちに
社会性や人間性を育むことを目的として実施しました。
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町内の中学生が、地減でのボランティア体駿や、さまざまな方との
交流、人権学習を通して人々とのつながりや、ふるさとを愛する心を
育むことを目的としています．また、人の役に立つことによる達成感
から、将来に夢や希望をもつためのきっかけにするとともに、自己肯
定感の高揚や共生の意識を高めていけるような内容の事業を企画し実
施しています。

｜令如3年度土曜チヤレシヲ～木育～｜｜

土曜チャレンジは、「地域の多様な経験や妓能を持つ人材、企業等の協
力により、子どもたちにとってより豊かで有意義な土噛日を実現するJ
ため、兵庫県教育餐員会が行っている社会教育事業のひとつです。

ヨド宵とは、
木とふれあい、 木に学び、 木と生きる取り組みです．子どもの頃から

本を身近に使っていくことを通じて、 人と、 本や蘇との闘わりを主体的

に考えられる豊かな心を育むという憩いがこめられています．

｜お喝しろ算歓 ・ 叡輔座｜｜II 今年度で第26固を迎える『おもレろ算数・数学講座j。西脇高校出
身の白井三平名嘗教授〈大阪大学）ら4人の国際的数学者による講
座で、毎年冬頃に開催しており、今年度は1月9日〈目） 19時から開
催します．

数学の難聞を解くのではなく、頭の体操になる楽しい問題や、謎と
き問題で、算数・数学の楽しさを知ってもらう機会になればと考えて
います。あなたも数学的思考を体験しませんかけ

戸、r、戸、、 やっぱり、家族っていいね。
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